
訓練時間
（Ｈ）

6.0

2.0

（３）ビジョンの共有、見える化【演習あり】

2 DX導入手順 （１）ＤＸ推進部門（担当）の設置
・DX推進部門（担当）の役割
・DX推進部門（担当）に必要なスキル

・自社のビジョンとDX推進の連携
・自社のありたい姿とは？
・新しい顧客価値創造に向けてのDX化構想検討《P＆G演習②》

3 システム開発手法

合計時間

カリキュラム

パナソニックエレクトリックワークス創研(株)

Ａ．バックオフィス
ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の導入

機構施設名：岡山職業能力開発促進センター
実施機関名：

システム導入

（３）開発スケジュール計画【演習あり】
・アジャイル開発スケジュールのつくり方
・アジャイル開発マネジメントの要点
・アジャイル開発スケジュール作成《G演習④》

コースのねらい
　自社の業務変革を目指して、業務のシステム化に向け、自社のニーズに合致したシステムを企画できる知
識を習得する。

「基本項目」 「主な内容」

講
義
内
容

1 ＤＸ導入手法とデジタル技術の活用 （１）DX導入手法の事例紹介
・成功事例から見える導入ポイント
・DXの４階層と４種類のプラットフォーム

1.0

2.0

3 DX推進検証 （１）PoCを使用した検証【演習あり】 1.0
・PoCのステップ
・PoC体験《G演習⑤》

・アジャイル開発とは
・アジャイル開発の進め方（条件とスキル）
・アジャイル開発の進め方体験《G演習③》

（２）デジタイゼーション
・デジタイゼーションとは
・デジタイゼーションに必要なデジタル技術

（２）現状分析と課題の洗い出し【演習あり】
・業務現状把握チェックリストからデジタル化が遅れている業務と
課題の洗い出し
　《P（1人）＆G（2人以上）演習①》

（２）アジャイル開発の進め方【演習あり】

（１）システム活用・開発工程の上流部の内製化
・これまでの一般的なシステム開発の手順とこれからのシステム
開発の求められるもの
・内製化が求められる理由

（３）デジタライゼーション
・デジタライゼーションとは
・デジタライゼーションに必要なデジタル技術


